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はじめに 

 
 愛知県の施設園芸は、温暖な気候と立地条件に恵まれ、全国にさきがけて発展してきました。
園芸用施設の設置面積は 2,665ha（平成 30 年）に及び、全国有数の施設園芸産地を形成してお
り、本県農業の特⻑の⼀つとなっています。 
 

本県では、こうした資源を有効に活用して施設園芸のさらなる高度化を図るため、以下の３つ
の条件を満たす施設を「あいち型植物工場」と位置づけ、産地における環境制御の取組について
関係者が⼀体となって推進しています。 

 
【あいち型植物工場】 

① 新築されたものだけでなく、既存の温室やハウスを改修などによって有効に活用した太陽
光利用型施設。 

② 施設内の温度、湿度、二酸化炭素（CO2）濃度などの環境をモニタリングすることにより、
生育環境の把握が可能。 

③ モニタリング結果を基に、最適な生育環境とするために施設内の環境を制御。 
 

 「あいち型植物工場」の推進にあたり、施設野菜に関する技術開発については、愛知県農業総
合試験場、愛知県経済農業協同組合連合会、トヨタネ株式会社が共同研究を実施し、トマト、ミ
ニトマト、ナス、イチゴの環境制御技術の開発に取り組んできました。 
 
 このたび、本共同研究において、高収益生産技術の組み立てが成果として得られましたので、
品目ごとに環境制御指針、管理のポイント、実証栽培結果、経営モデルを資料としてまとめまし
た。さらに、環境制御や栽培管理の参考となる項目についてはコラムとして掲載するとともに、
環境制御に関連する主な機器・資材をまとめました。 
 

施設野菜に携わる生産者や指導員の方々にガイドライン（判断するための指標）として御活用
いただき、本県施設園芸のさらなる発展の⼀助となれば幸いです。 
 
 
 
 
本ガイドラインは、 

平成 27〜令和 3 年度 共同研究「環境制御による施設野菜の高収益生産技術の開発」 
愛知県農業総合試験場・愛知県経済農業協同組合連合会・トヨタネ株式会社 

の成果に、既存の成果を加えて取りまとめたものです。 
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